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「それにしても、海はまだかしら、こう暑くっちゃ、たまらないわね……
ポーラがぐちをこぼしたそのとき、ぼくらのいるところが、ふっと陰った。
何が起こったのかと、なにげなくうしろを見ると-。
「きゃああああああっ!」
ポーラが、すさまじい悲鳴を上げた。ぼくとジェフは、かろうじて悲鳴を飲みこむ。
ぼくは、ぽくらのまうしろに立つ、家ほどもでかいロボットを見上げた。すると、
「ジェフさん、お久しぶりでやんす。あっしですよ。ブリックロードでやんす」
なんと、このでっかいロボットみたいなのが、スカラビの街で聞いた、噂のダンジョン男
だったのだ。しかも、このダンジョン男、ジェフの知り合いなのだという。
「スカラビであっしの噂を聞きやしたか?そうなんでやんすよ。アンドーナッツ博士のお
力を借りて、あっし、やっとダンジョン男になれたでやんすよ」
ダンジョン男のブリックロードさんは、自分のおなかをポンと叩いて話を続けた。
「あっしの体は、いろいろな施設が整ってるでやんす。親切設計がモットーでやんすから
ね!」
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